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はじめに
ウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 1839)

は，世界最重量硬骨魚としてギネス世界記録に掲

載されているフグ目マンボウ科Molidaeの大型魚

類である（例えば，Sawai et al., 2020）．本種は世

界中の温帯・熱帯海域に分布し，同属のマンボウ

Mola mola (Linnaeus, 1758)やカクレマンボウMola 

tecta Nyegaard et al., 2017とよく混同される（Sawai 

et al., 2017, 2020）．本種の小型個体はマンボウや

カクレマンボウの形態とよく似るが，大型個体に

なると頭部と下顎下が顕著に隆起すること，舵鰭

（尾鰭に見える部位）縁辺部が半円形であること，

胸鰭より後方の体表に頭尾方向の盛り上がったシ

ワがないこと（全長 110 cm 以上）などの形態的

特徴から，外観で比較的容易に同属他種と識別さ

れる（Sawai et al., 2017, 2020；澤井，2021a, b）．

ウシマンボウは日本近海でもマンボウと混同

されることが多く，本種の漁獲が稀であることが

その一因となっている（例えば，澤井ほか，

2011）．これまで本種の出現が確認されている都

道府県は以下のとおりである［本種の各都道府県

の記録に関する文献は澤井（2021a, b）で詳細に

レビューされているためそちらを参照されたい］：

北海道（太平洋側），岩手県，宮城県，富山県，

石川県，茨城県，千葉県，神奈川県，東京都（小

笠原諸島），静岡県，三重県，山口県，徳島県，

高知県，大分県，長崎県（有福島），鹿児島県（喜

界島，奄美大島），沖縄県（伊江島，与那国島）．

このたび，2021年 11月に福井県初記録と考え

られるウシマンボウが福井県小浜市沖で漁獲され

た（福井新聞社，2021；日本ニュースネットワー

ク，2021）．ニュースを配信した新聞社や漁業関

係者に聞き取り調査を行い，本個体に関するより

詳細な情報を得たため，ここに報告する．

材料と方法
本研究で調査したウシマンボウ 1個体（Figs. 

1–2）は，2021年 11月 19日に福井県小浜市の夫

婦亀岩からやや西沖（35°33′50.7″N, 135°41′56.7″ 

E）に設置された定置網によって漁獲された．本

個体の体重は漁港で実際に魚体丸ごと計量され，

650 kgであった．一方，本個体はニュースでは全

長 2 mと報道されたが（福井新聞社，2021；日本

ニュースネットワーク，2021），実際には計測さ

れておらず，目視による推定全長であった．しか

しながら，本個体の写真（Figs. 1–2）と先行研究（例

えば，Sawai et al., 2017；澤井ほか，2017）の本

種の写真による形態比較，与那国島沖で釣獲され

た本種が体重 370 kgで全長 198 cmであったこと

を考えると（下瀬・澤井，2012），本個体が全長

2 m以上であるという推定は支持される．本個体

は漁獲後に食用に捌かれたが，生殖腺は確認され

ておらず雌雄は不明である．本個体の種同定は

Sawai et al.（2017, 2020）および澤井（2021a, b）

にしたがい，加藤祐二氏によって提供された写真

を観察した．本個体の漁獲日の海面水温は，気象

庁（2021）のデータを読み取った．

結果と考察
種同定および個体観察　本個体は頭部と下顎

写真に基づく福井県初記録のウシマンボウ
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Fig. 1. An individual of Mola alexandrini (>2 m estimated total length) captured by a set net off Obama City, Fukui Prefecture, Japan, on 19 
November 2021. A: anterior part of body. B: posterior part of body. Arrows indicate diagnostic characters for the species provided by Sawai 
et al. (2017, 2020). Photo by Y. Kato.
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下が隆起し（Fig. 1A），胸鰭より後方の体表に頭

尾方向の盛り上がったシワがない（Fig. 1）こと

から，本研究でもウシマンボウと同定された．本

個体の舵鰭縁辺部は一部がわずかに波打っている

が（Fig. 1B矢印），このような典型的な形態では

ない舵鰭をもつウシマンボウは先行研究でも報告

されており（澤井・山野上，2016；澤井ほか，

2019），舵鰭縁辺部全体が明瞭に波打つマンボウ

とは異なる（Sawai et al., 2017, 2020）．また，本

個体の体表のまだら模様（白い斑紋）は明瞭であ

り（Figs. 1–2），ウシマンボウのまだら模様はマ

ンボウより明瞭であるという澤井（2021a）の見

解を支持した．

提供された写真の中には，陸揚げされた本個

体が透明な尿を排出している写真もあった（Fig. 

2）．おそらく陸揚げされた時に衝撃を受けて尿失

禁したものと思われる．これまでにウシマンボウ

の尿に関する知見はなく，Fig. 2の排出具合を見

ると，ウシマンボウもマンボウと同様に多くの尿

を排出するものと推察される（澤井・池田，

2021）．

分布および水温　上述したように，これまで
福井県内ではウシマンボウの出現記録がないた

め，本個体（Figs. 1–2）が福井県初記録のウシマ

ンボウとなる．澤井（2021c）が定置網によるマ

ンボウ科の漁獲量について全国的な聞き取り調査

をした中で，福井県は日本海側でマンボウ科の漁

獲量が最も高かった県であるが，本研究でウシマ

ンボウの出現が確認されたことから，漁獲頻度は

低いと思われるものの，これまでの漁獲データの

中にも本種が混同されていた可能性は高いと推察

される．

日本海側でのウシマンボウの記録は太平洋側

より少なく，これまでに富山県 1個体，石川県 1

個体，山口県 1個体の計 3個体のみであり，出現

時期は冬季（1–2月）で，出現水温範囲（10–14℃）

も低かった（石川県水産総合センター，2012；澤

井ほか，2017；Sawai et al., 2018）．一方，日本海

側 4例目となる本個体は，これまでの日本海側

での本種の出現時期よりも暖かく，本個体の漁

獲日の海面水温も 19–20℃であった（気象庁，

2021）．本個体の出現水温はこれまでの日本海側

Fig. 2. Mola alexandrini that excretes urine (same individual as in Fig. 1). Photo by Y. Kato.
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での傾向とは異なり，太平洋側の出現水温範囲

（16–25℃）に入る（例えば，澤井ほか，2011；澤

井，2021a, b）．これらは日本海側もこれまで知ら

れていた以上に広い季節や水温帯にウシマンボウ

が出現する可能性があることを示唆している．本

種の日本海側でのより詳細な出現状況を明らかに

するためにも，継続した分布調査が求められる．
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